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一
足
早
い

ク

リ
ス
マ
ス
子
ど
も
ま
つ
り

公民館主催の子どもまつりは、12 月

８日観月台文化センターで、幼稚園児と

小学生など約２５０名が参加し、盛大に

開催されました。ゲームや創作活動を

つうじ、友だちとのふれあいを深めて

もらおうと毎年実施さ れており、クリ

スマスを前にケーキづくりとジ ャンボ

ツリーの飾りつけを行いました。最後

にみんなそろってケーキを頂き、ちょ

っぴり早い クリスマスを楽しみました。

(関連14 ページ)

国見町表彰式…………………………………２～３

町政懇談会 １…………………………………４～６

１１月のグラビア………………………………８～９

保健だより………………………………………10

インフ才－メーション…………………………12

生涯学習つうしん………………………………1 ４



永き献身的活動をたたえ

21名の方々を 表彰

国
見
町
表
彰
式

ｔ

成
卜

川
年

度
円

見
町
表

杉
式

が
卜

．
凵
卜

八
日

行

わ
れ

、
こ

れ
ま
で

の
活
動

に
よ

り

、
川

兒
町

允
展

に
貞
献

さ
れ

た
．
．卜

．
名

の
方

々

が
衣

杉

さ
れ
ま

し

た

式
は

冨
水
町

長

か
ら

「
献
身

的
な

ご
努
力

と
｀
‥
段

の
ご
労
．占
、
そ
し
て

活
動

を
支

え
て

い
た

だ

い
た

ご

家

族

に

、
心

か

ら
敬

意
と

感
謝

を
巾

し
上

げ
ま
す

（

／
後

と
も
ほ

富

な
識

兄
と

経
験

を
も

っ
て

、
な
お

・

肝

の

ご
支
援

ご
鞭
撻

を
暘

り
ま

す
よ

う
お
願

い
申

し

Ｌ

げ
ま

す

」
と
式

辞
を
述

べ
、

．
人

ひ
と

り
に
表

彰

状
と
記

念
品

を
贈
口
土
し
ま

し
た
．

瀬
．尸
明
人
県

北
地

方
振

興
局
長

や
佐

藤
忠

笂
議
長

が
睨
辞

を
述

べ
た

後

、
受

賞

ガ
を
代
表

し
て

奥
山

健

．
さ

ん

が
「
こ
の

感
激
を

忘

れ
る
こ

と
な

く
、
旧
見

町

の
限

り

な
い
発
展

を
願

い
、
微

力

を
捧

げ
る
所

作

で

す

」
と
謝

辞

を
述

べ
ま
し
た

．

町

の
表
彰

は

、
昭
和
四

卜

．
．年
以
来

、
町

の
発
展

と
町
民

福
阯

の
向
匚

に
改

献

さ
れ

、
顕

冷

な
功
績

の

あ

っ
た
方

々
を

永
く
顕
彰

す

る
た

め
毎

年
行

わ

れ
て

い
ま
す

．



晴れの受賞者

特
別
功
労
表
彰

奥
山

健

一
Ｊ

（
自

治
振

興
）

福
島

県
農

政
部

長

、
総
務

部

長

な
ど
歴

任

、
嘔

成

。儿
年

か
ら

八

年
ま
で

副

知
収

と
し

て

県
勢

、

地

方
自

治
の

伸
艮

発
展

に

貞
献

さ

れ
ま

し

た
バ
勲
ミ
等
瑞
飛
び
一

齋

藤
　

久
Ｊ

（
教

育

振
興

）

高
等

学
校

長

を
歴

任
、

本

県

教

育

に
貞
献

。

本
町

教
育

長
と

し

て
教

育

の
充

火
、

進
展

に
貢

献

さ

れ
ま
し

た

。［
煦
頃

屆

宝
立

朝

内
俊

雄
Ｊ

（
教
育

振

興
）

学
校

教

育
に

顕
著

な
実

紋

を

挙
げ

、
本

県
敏

び

に
本
町

教

介

の
充

実
、

進
展

に
貢

献

さ
れ

ま

し

た

。
　
　

【
勲

五
等

瑞
宝

な

】

松
浦

芳
藏
ｊ

（
目

治
振

興
）

町

議
会

議
八

と
し

て

、
白
‥
治

振
興

、
本

町
伸

長
発

展

に
寄
７

さ

れ
ま
し

た

。【
勲
六
等
瑞
宝
び
】

遠
藤

忠
重
Ｊ
（
石

工
技

術

向
上

）

石

蔵

づ
く

り
に

耐
震

性

に
優

れ

た
ラ

ー
メ

ン
Ｌ

法
の

導

人
や

穴

あ
け

川
ド
リ

ル

に
改

良
を

加

え
作

業

効
率

を
向
Ｌ

さ
せ
業

界

の
発

展

に
寄

与
さ

れ

ま
し

た
。

【
黄
綬

褒
び

】

八
島

博
正

Ｊ
（

自
治

振
興

）

町
破

会
議

員
と

し
て

、
一
。卜

二

年

の
永
き

に

。凵
。り

本
町

伸
長

発

展

に
寄
り

さ

れ

ま
し

た
。

松

浦
長

明
Ｊ
（

自
治

振

興
）

町

議
会

議
員

と
し

て

、
こ

卜

年

の

永
き

に

。凵
。り
本

町

伸
長
発

艇
に

寄
り

さ

れ
ま
し

た

。

神

津

武
志
ｊ

（
保

健
衛

生

ス

ポ

ー
ツ

振
興

）

学

校
歯

科
医

と

し
て

、
児
辰

生
徒

の
肉

の
Ｆ

防

、
治

療

に
寄

り
。

国
民

健

康
保

険

運
営
協

議

会

委
ｎ

と

し

て
。

円
滑

な

運
営

に
寄

与
。

町

休
協

会
長

と
し

て

ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

に
寄
ｓ

さ
れ

ま
し

た
。

原
田
　

實
ｊ

（
保

健
医

療

）

公

政

藤
川

総
介

病

院
の

外
科

長

、
副

院
長

、
院

艮

と
し

て

。

地

城
医

療
の

先
端

に
‥
貳
ち

活
躍

。

功
労
表
彰

松

浦
市

太
郎
Ｊ

（
自

治

振
興

）

ト

ー
年

の
水
き

に
．囗
．
り
町

議

会

議
八

と

し
て

、
本

町

伸
災

発

展
に
寄
９

。

志

村
良

男
ｊ

（
自
治

振

興
）

卜

．一
年

の
永

き

に
．凵
．り
町

議

会

議
八

と

し

て
、
本

町

伸
長

発

展

に
寄

呼
．

三

瓶
　

茂
ｊ

（
目

治
振

興

）

卜

．
一
年

の
永

き

に
．囗
．り
山

崎

宮
舘

町
内

会
艮

と
し

て

、
町

と

町
民

と
の

相
皿

連

絡
を

図
り

円

滑
な

町
政

伸

艇
に

貞
献

．

大
槻

知
二
Ｊ

（
納

税
振

興
）

ｆ

成

．．
．年

よ
り
Ｌ

野

納

税
貯

為
組

介
艮

と

し
て

、
納

期
内

完

納

の
促

進
．

納

税
意
識

の

高
揚

な

ど
に

尽
力

さ

れ
ま
し

た
．

松
浦

久

一
Ｊ

（

保
健
衛

生

）

昭
和

六
卜

こ

年
よ

り
国

民
健

康

保
険

迎
営

協

議
会

委
員

と
し

て

、
国

民
健

虞

保
険

の
円

滑
な

巡

営

に
寄
り

さ

れ
ま
し

た
．

松

浦
　

幹
男

丿

後

藤
與

志
男

丿

東

海
林

忠
雄
ｊ
　
（
消
防

防

災
）

八

島

富

一
丿

黒
田

勝
央
Ｊ

昭

和
四
卜

八
年
よ

り

．．．
卜
年

の

永
き

に
渡

り

消
防

団
Ｕ

と
し

て

、
地

城
消

防

・
防

災

・
防
犯

等

に

努
め
地

城

仕
民

の
生

活
安

定

に
貢

献

さ
れ

ま
し

た
．

栄
誉
顕
彰

菅
井
和
宏
Ｊ
（
ス
ポ
ー
ツ
）

第
四
卜
六
川
全
日
本
銃
剣
逆

人
会
に
お
い
て
福
島
県
選
抜
チ

ー
ム
の

．
Ｕ

と
し
て
川
体
優
勝

吉
田
憲
治
Ｊ
（
ス
ポ
ー
ツ
）

ｆ

成
卜
四
年
柚
島
県
鳥
校
体

育
大
会
り
逆
男
ｆ
佃
人
の
部
優

勝
。
令
国
鳥
校
総
介
体
育
人
会

同
種
日

に
お
い
て
四
位
人
賞
。

特別功労表彰のみなさん



みなさんの声による町づくりのために

町政懇談会１
国 見町ではみなさ んの「声」 による町づ

くりを進めるため、例年 、来年 度の予算編

成に入るこの時期に町政懇談会を 開催して

おりま す。今年は11月22日 から12月 ４日 に

かけ､ ５ヵ所でご意見･ご 要望をお 聞か せい

ただきました。

町では町民総参加による町づくりを進 め、

寄せら れた意見を大切に、各種事業 に反映

さ せたく考えております。

今月は、小坂、藤田地区で寄せられた内

容を要約してお伝えします。

小
坂
地
区

十
一
月
二
十
二
日
開
催

快
適
な
町
へ

内
谷
三
ツ
森
地
内

、
未
舗
装

部
の
舗
装
を
。

一
に
部
は
生
コ
ン
支
給
に
よ
り

対
応
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
、

利
川
頻
度
か
ら
も
対
応
を
検
討

さ
せ
て
ド
さ
い
。

内

谷
自
在

院

前
よ
り
西

へ

（
防
災
セ
ン
タ
ー
）
通
じ
る

Ｉ

〇

匸
一
号
の
改
良
を
。

一

要
望
い
た
だ
い
て
い
た
と
こ

ろ
で
、
文
化
財
発
掘
調
介
の
点

と
、
財
政
的
に
も
検
討
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

泉
田
寺
前
地
内
町
道
一
〇
四

六
号
整
備
を
。

一

年
内
に
発
注
を
進
め
ま
す
。

泉
田
川

南
か
ら
平
林
へ
と
横

断
す
る
道
路
の
新
設
。

一
逆
路
の
新
段
な
ど
人
き
な
嘔

業
は
補
助
嘔
業
で
な
い
と
な
か

な
か
着
Ｆ

で
き
な
い
状
況
で
す
。

立
派
な
小
坂
中

央
集
会
所
を

建
設
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
も
十

分
な
確
保
を
。

一
準
備
を
進
め
て
お
り
、
駐
巾

ス
ペ
ー
ス
な
ど
匚
人
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
鳥
取
深

田
へ
通
じ
る
町
道
一
〇

一
三
号

の
舗
装
。

一

年
次
計
画
で
進
め
て
お
り
、

時
間
を
ド
さ
い
。

雨
沼
の
排
水
口
の
修
繕
、
新

田
沼
の
漏
水
、
更
に
用
水
路
の

整
備
を
。

一
今
年
は
ぎ
家
沼
の
整
伽
に
着
1
1
.

し
、
町
内
か
ら
多
く
の
要
単

も
あ
り
、
損
傷
の
ひ
ど
い
と
こ

ろ
か
ら
補
助
嘔
業
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

安
全
な
町
へ

県
道
赤
井
畑
線
へ
通
じ
る
内

谷
守
山
地
内
で

、
先
の
台
風
で

路
肩
が
崩
れ
て
い
ま
す
。
早
急

な
復
旧
を
。

一

状
況
は
確
認
し
て
お
り
災
害

復
旧
丿
業
で
対
応
し
た
い
と
考

え
て

い
ま
す
。

高
速
道
路
の
路
肩
の
木
・
枝

が
繁
茂
し
て
お
り
、
伐
採
を
。

一

道
路
公
団
に
対
応
を
要
請
し

ま
す
。

滝
川
上
流
で
分
水
す
る
玉
川

水
路
の
土
手
の
一
部
が
え
ぐ
ら

れ
て
お
り
、
危
険
な
の
で
対
応

く
だ
さ
い
。

一

滝
川
と
の
関
辿
も
あ
り
、
県

と
と
も
に
現
地

を
確
認
し
ま
す
。

滝
川
か
ら
分
水
す
る
玉
川
改

修
時
に
、
防
火
用
水
に
使
え
る

よ
う
貯
水
す
る
板
の
配
備
を
。

一

相
談
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

泉
田
平
林
地
内
の
側
溝
に
蓋

が
な
く
、
道
路
も
狹
く
危
険
な

の
で
蓋
を
し
て
。

一

一
部
に
蓋
を
し
て
い
ま
す
が
、

勾
配
や
雨
水
処
理
の
関
係
も
あ

り
、
部
分
的
な
対
応
に
な
り
ま

す
。ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
西
根
堰
沿

い
は
、
危
険
な
の
で
フ
ェ
ン
ス

を
し
て
。

一

現
地
を
確
認
し
ま
す
。



暮
ら
し
や

す
さ
へ

ゴ
ミ
収
集
場
所
を
新
た
に
増

設
し
て
。

一
戸
数
の
増
加
な
ど
著
し

い
変

動
が
あ
る
場
合
に
増
設
し
て
い

ま
す
。
町
内
会
長
や
生
活
環
境

推
進
ｎ

の
方
と
現
地
を
兄
て
協

議
さ
せ
て
ド
さ
い
。

新
幹
線
高
架
橋
下
に
駐
車
す

る
人
が
お
り
、
ゴ
ミ
を
捨
て
た

り
、
夜
恐
い
の
で
、
入
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
て
。

一
確
認
の
Ｌ

、
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し

ま
す
。

各

機
関

と

連
携
し

、
歳
末

警

戒
の

強
化

を

。

一

驚
察

や
防

犯
協

会

な
ど

に
対

応

強
化

を
要
？

し

ま

す
。

太

田
川

集
会

所

の

裹
を
流

れ

る

水
路
は

、
本
来

は

本
線
の

た

め

生
活

雑
排

水

が
流

さ
れ
て

お

り

ま
す

が

、
水

が
流

れ
て
い

な

い

た
め

、
汚

泥

、
悪

臭
が
生

じ

て

い
ま

す

。
一
度

水

を
流
し

た

も
の

の

、
越

水

す
る

あ
り

さ
ま

で

あ
り

、
こ

の
水

路

を
整

備
す

る
こ

と

に
よ

り

、
蘇

生
さ
せ

て

。

一

状
況

等

調
在
し

て

み
ま

す
。

ニ

ュ

ー

タ
ウ

ン
内
の

細

道

も

除
雪
し
て
。

●
‥ｙ
朝
よ
り
全
町
内

。
斉
に
火

施
し
て
お
り
、
幹
線
逆
を
優
先

し
足
の
確
保
に
務
め
て
い
ま
す
、

細
道
は
状
況
等
勘
案
し
除
町
し

て
お
り
、
ご
理
解
ね
が
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
収
集
時
間
に
つ
い
て
、

時
々
早
い
時
間
帯
に
収
集
す
る

こ
と
が
あ
る
。

一
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
概
ね

決
め
て
お
り
遵
守
す
る
よ
う
指

導
し
ま
す
が
、
人
候
な
ど
諸
丿

情
で
時
間
が
ず
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
午
前

八
時
ま
で
に
排
出
く

だ
さ
い
。

意
見
・
要
望
を
述
べ
る

町
民
の
方
々

国

見
ニ
ュ

ー
タ
ウ

ン
の

学
区

は

藤
田

で

す

が
、
小

坂
に

す

る

こ

と

は
で

き
ま

す

か
。

一

学

区

に
つ

い
て

は
親

御

さ
ん

が
ど

う
考

え

る
か

が
川

題
と

な

り
ま

す

が
、
現

実

的
に

は
困

難

な
問

題

で
す

。

希

少

な
モ

リ

ア

オ
ガ
エ

ル

の

生
息

地

が
あ

り
保

護
を

。

一

保
護

は
人
心
″
で

す
が

、
利

川

者

の
利

便
を

図

る
こ
と

も
大

切

で

、
関

係
者

と
相

談
が

必
要

で

す

。

藤
田

地
区
　

十
一
月
二
十
八
日
開
催

快
適
な
町
へ

要
望
し
て
い
た
藤
田
沢
田
地

内
の
町
道
側
溝
に
つ
い
て
そ
の

後
の
ど
う
な
り
ま
し
た
。

一

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
路
而
排

水
が
宅
地
に
入
る
状
況
で
す
が
、

水
門
に
よ
る
刷
整
で
改
澁
‥
が
㈲

れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
母
田

笠
松
か
ら
国
見
神
社

を
通
り
国
道
四
号
ま
で
の
西

根

堰
沿
い
の
町
道
改
良
を
。

一
笠
松
ま
で
は
補
助
膕
業
に
よ

り
施
．Ｌ
し
て
ま
す
が
、
人
丿
業

で
町
叭
独
で
の
実
施
は
難
し
く

必
要
性
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が

今
す
ぐ
に
出
来
な
い
状
況
で
す
。

要
望
し
て
い
た
石
毋
田
上
台

の
西
根
堰
沿
道
路
の
拡
幅
に
つ

い
て
。

一
先
と
関
連
し
ま
す
が
、
す
ぐ

の
改
良
は
難
し

い
で
す
。

石
毋
田
的
場
か
ら
横
町
に
流

れ
る
、
素
掘
側
溝
に
Ｕ
字
溝
の

布
設
を
。

一
現
地
を
見
て
検
討
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

山
崎
熊
野
前
地
内
観
月
台
公

園
に
通
じ
る
町
道
二
〇
九
〇
号

は
側
溝
が
無
く
、
雨
水
が
民
家

に
流
入
し
ま
す
。

一

昨
年
も
要
望
が
あ
り
、
拡
幅

の
方
向
で
考
え
て
お
り
、
用
地

に
つ
い
て
地
元
の
調
祭
を
お
願

い
し
ま
す
。

基
盤
整
備
を
終
え
た
、
未
舗

装
路
線
の
舗
装
を
。

一

補
助
丿
業
で
取
り
糾
ん
で
お

り
。
助
成
が
な
い
と
難
し
く
。

生
活
路
線
を
優
先
す
る
こ
と
は

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

改
良
い
た
だ
い
た
鶉
町
地
内

の
町
道
一
一
六
号
を
、
引
き
続

き
舗
装
を
。

・
ｆ

算
の
関
係
も
あ
り
、
す
ぐ

に
は
で
き
な
い
こ
と
も
ご
理
解

く

だ
さ

い
。

安
全
な
町
へ

藤
田

古
鹿
島
地
内
、
旧
国
道

下
に
段
差
が
あ
り
危
険
で
す
。

防
護
柵
等
の
布
設
を
。
ま
た
、

入
口
部
が
狹
く
坂
の
た
め
改
修

を
。

一
危
険
表
示
杭
等
で
安
全
を
確

保
し
た
く
考
え
ま
す
。
ま
た
、

改
修
は
川
地
の
問
題
も
あ
り
難

し
い
よ
う
で
す
。

石
毋
田
盗
人
返
地
内
の
側
溝

に
Ｕ
字
溝
の
布
設
を
。
豪
雨
時

畑
地
の
土
が
流
さ
れ
ま
す
。

一
逐
時
整
術
し
て
い
き
ま
す
の



で
、
時
間
を
く
だ
さ
い
。

山
崎
宮
舘
団
地
北
側
の
町
道

二
〇
七
七
号
の
側
溝
に
蓋
を
。

・

本
路
線
は
路
幅
も
あ
り
匸

避

を
す
る
と
宅
地
へ
の
流
入
も
あ

り
現
状
で
理
解
く
だ
さ
い
。

カ
ー
プ
ミ
ラ
ー
設
置
を
。

一
交
通
安
全
部
会
と
現
地
を
確

認
し
て
み
ま
す
。

山
崎
数
田
地
内
の
バ
ス
回
転

所
で
の
路
上
犯
罪
等
懸
念

さ
れ

ま
す
、
防
犯
灯
の
設
置
を
。

・
防
犯
灯
は
緊
急
性
・
必
要
性

に
よ
り
進
め
て
お
り
、
現
地
を

確
認
の
上
協
議
さ
せ
て
下

さ
い
。

山
崎
沢
田
地
内
の
源
宗
山
上

り
囗
の
官
地
に
消
火
栓
設
置
を
。

一
町
内
に
三
〇
ヵ
所
か
ら
の
要

望
が
あ
り
、
消
防
団
と
協
議
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

む
さ
し
や
坂
か
ら
藤
田
駅
へ

の
町
道
一
〇
七
号
は
朝
夕
猛
ス

ピ
ー
ド
の
車
が
い
て
危
険
で
す
。

速
度
制
限
な
ど
の
対
応
を
。

一

讐
察
署
（
公
安
委
ｎ

会
）
に

相
談
し
ま
す
。

避
難
路
整
備
事
業
で
実
施
し

た
仮
開
通
の
町
道
二
〇
八
六
号

の
源
宗
山
上
り
囗
に
停
止
標
識

の
設
置
を
。

一

．Ｌ
嘔
終
了
後
交
辿
状
況
を
勘

案
し
要
望
し
て
み
ま
す
。

避
難
路
整
備
事
業
に
よ
り
西

根
堰
沿
い
が
立
派
に
な
り
ま
し

た
。
往
来
も
増
え

、
防
犯
灯
の

設
置
を
。

一
必
要
性
の
高
い
も
の
か
ら
順

次
整
備
し
て
い
ま
す
。
現
地
を

確
認
し
ま
す
。

山
崎
大
坂
地
内
の
官
地
の
出

水
と
土
留
め
に
つ
い
て
良
い
方

策
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一

既
に
民
間
と
町
で
施
工
し
て

お
り
問
題
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

要
望
で

す
が
、
高
速
道
路
の

法
面
が
傷
ん
で
い
ま
す
。
県
道

白
石
国
見
線
の
並
木
が
枯
れ
て

い
る
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・

分
か
り
ま
し
た
。

暮
ら
し

や
す

さ
へ

安
心
し
た
老
後
の
た
め
に
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

見
通
し
を
教
え
て
。

一

伊
達
郡
内
に
、
民
間
で
五
施

設
。
人
所
定
貝

ご
八

丘
名
の
計

画
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
迷
福

祉
会
で
は
あ
つ
か
し
荘
増
床
計

叫
を
見
送
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。石

母
田
地
区
の
高
速
道
路
下

り
車
線
側
に
は
防
音
壁
が
な
く
、

風
向
き
に
よ
っ
て
は
騒
音
が
激

し
い
の
で
、
防
音
壁
の
設
置
を
。

一
昨
年
の
調
査
の
結
果
、
指
定

区
城
外
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
道
路
公
団
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
説
明
会

を
開
催
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

一

生
活
環
境
推
進
ｎ

の
方
と
相

談
頂
き
日
程
を
調
整
く
だ
さ
い
。

資
料
等
も
準
備
い
た
し
ま
す
。

大
雨
時
に
源
宗
山
か
ら
の
排

水
が
出
来

ず
溢
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
対
応
を
。

一
現
地
を
兒
て
検
討
し
ま
す
。

源
宗
山
住
宅
東
斜
面
の
木
々

が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。

一

現
地
を
確
認
し
対
応
し
ま
す
。

町
営
住
宅
関
係
に
つ
い
て
①

犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト

を
飼
う
こ

と
は
②
街
灯
の
管
理
は
③
入
居

者
の
車
が
路
上
に
駐
車
さ
れ
て

交
通
の
妨
げ
に
④
ゴ
ミ
収
集
日

前
か
ら
排
出
し
て
い
る
の
が
見

受
け
ら
れ
る
。

一

①
ペ
ッ
ト
の
許
可
な
ど
は
な

く
自
主
性
に
委
ね
る
と
こ
ろ
で

す
。
②
町
住
民
課
に
お
い
て
竹

理
し
て
い
ま
す
。
③
④
モ
ラ
ル

の
問
題
で
あ
り
、
お
話
し
介
い

等
で
申
し
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
を
無
視
し
た
ゴ
ミ
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
指
導
等
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
ル

ー
ル

を
守
っ
て
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
進
め
ま
し

よ
う
。

一

町
内
会
毎
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

啓
発
啓
蒙
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
坂
町
内
会
に
ゴ
ミ
収
集
所

の
増
設
を
。

一

戸
数
増
な
ど
著
し
い
変
動
が

あ
る
場
合
増
設
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
艮
さ
ん
や
乍
活
環
境
推

進
員
の
方
と
協
議
さ
せ
て

ド
さ

上
野
台
グ
ラ
ン
ド
の
面
に
凹

凸
が
あ
り
、
ベ
ー
ス
と
地
面
と

の
段
差
が
あ
り
危
険
で
す
。
改

修
を
。

一

面
整
術
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
ま
す
。

市町村合併についての報告

町政懇談会終了 後町村合併につい

て、これまでの合併の歴史や国の支

援策、県内の助きや伊達地方におけ

る取り組みが報告され、更に国の地

方制度調査会等の考えも紹介さ れま

した。

このなかで冨永町長は「財政の根

幹となる交付税の動向、近隣町の動

き、更に国のピジョンが明確に示さ

れていないなかで、慎重に対応して

いかなければなりません」と合併に

対する基本姿勢を示し、議会や町民

皆様と相談して進めなけれぱならこ

とと述べました。



の
び
よ
う
の
ば
そ
う
青
少
年

青
少
年
健
全
育
成

推
進
町
民
大
会

国

見

町
青

少
年

健
全

育
成

推

進
町

民

大
会

が
ト

ー
月

卜

六
日

観
月

台

文
化

セ
ン

タ
ー

で

開
催

さ

れ
ま
し

た

。
に
冂
少
年

の

健
全

な

成
長

を
図

る

こ
と

を
目

的
に

、

町
ｈ
口
少

年
青

成
町

民
会

議

が
七

催

、
こ

れ
ま

で

健
令
育

成

に

貞

献

の

あ
っ

た
、

。
団

体
と

個
人

八
名

が
衣
彰

さ

れ
ま
し

た

。

「
の

び

よ

う
　

の

ば

そ

う

に
冂
少
年

」
を
テ

ー

マ
に
、
「
わ

た

し

の
家

族

」
と

題
す

る
作

文
発

衣

で

は
四

名
が

意
兄

を
述

べ

ま

し

た

。
人

庭
宏

之

さ
ん

（
梁

川

高

一

年

）
が

「
理
屈

ど

う
り

に

行
か

な

い
人
間

の
而

倒

さ
と

而

自
さ

を
身

近
で

感

じ
さ
せ

て

く

れ

る
」
と

家
放

の

Ｊ
而

を
提

起

し
、

佐
藤

奈
津

紀

さ

ん
（
森

汪

野

小

六

年

）
、

佐

藤

一

樹

さ

ん

（

県
北
中

。一
系

）
と
保

護
者

の

立
場

か

ら

八
鳥

ヅ

さ

ん
（
人

木

戸
小

Ｐ
Ｔ

Ａ
会

長

）

が
発

衣

し

ま
し

た
。「
将

来
を

担

う
に
口
少

年

育

成
に

向
け

家
庭

・
学

校

・
地

域

が

。
体
と

な
り

収

り
糾
む

」

と
し

た

人
会

宣
７
‥
を

採
択
し

閉

幕
し

ま
し

た

。

表　彰　者
つ青少年育 成団 体

森江野地区 推進協議会

の青少年 健全育 成功労者

松涌市太郎（大木戸）

高橋　 一美（大木戸 ）

八巻　 定男（森江 野）

齋藤　 實（小　 坂）

高野ミ ヤ子（小　 坂）

大会終了 後、ややまひろし氏

による「親の歴史を子に残す」

と 題する講演会が開かれ、笑い

と とも に感 慨深い 話に 会場の

聴衆を魅了 しました。

記念講演

元
気
に
白
寿
を
迎
え

佐
野
キ
ヨ
さ
ん

満
九
卜
九
歳
の
白
寿
を
迎
え

た
佐
野
キ
ヨ
さ
ん
（
第
七
）
へ
、

白
寿
の
祝
い
が
屈
け
ら
れ
ま
し

た
。
冨
永
町
長
か
ら
「
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
元
気
で
家

族
と
暮
ら
せ
て
収
‥
ば
し

い
こ
と

で
す
。
ま
だ
ま
だ
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。
」
と
町
条
例
規
定
に

よ

る
敬

老
祝

い
金
が

贈
‥
匹
さ

れ
、

佐

藤

忠
美
議

長

か

ら
は
花

束

が

贈

ら

れ
ま
し

た
。
佐

野
さ

ん

は

明

治

三
卜

六
年

ト

ー
月
一
。
卜

六

日

生

ま
れ

で
、

い

た
っ
て

元

気

で

、

日
常

生
活

は
不

自

由
な

く

峰

ら

し
て

お
り

ま

す
。

義
経
ま
つ
り

決
算
報
告

卜

。一
月
卜
囗
に
唹
成
1‐
四
年
度
義
経
ま
つ
り
実
行
委
員
会
代

表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
義
経
ま
つ
リ
嘔

業
及
び
同
決
算
が
報

作‥
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

義経まつり決算書
く・ 皿 千円I

収 入 合計6,471 】

まちづくり推進協巌会助成金 �6,〔X)0

雑入（売店売上金等） �470

支 出 合計6.121

武者行列費（衣装･騎馬借上等） �2.  9

イベント費　　　(

露天仕入、遊具借上等) �978

給食費（給食材料費） �213

総務費（広告料、検討会等） �2.261

収支差引残金349千円については、まちづ
くり推進協議会に返還します。

ま５ づくり推進協議会からの助成金は､みなさまか

らの協 賛金t3.(XX)世帯1.530千円.65耜 体797千円〕

を充当してい ます､．



1
1月
の

グ
ラ

ビ
ア

健康世帯・健康高齢者表彰

医療費は年々増大する現状にあ

りますが。国民健康保険加入世帯

での無受診世帯、及び老人医療該

当者での無受診者を表彰する健康

世帯・健康高齢者表彰式が11月18

日開催されました。昨年度医療機

関にかからなかった世帯は､24年

連続の古田夕力さん(貝田)や12年

連続の高野久吉さん(鳥取)をはじ

めとする53世帯で、また 、医療機

関にかからなかった健康な高齢者

は昨年より７名増加し72名です。

スポーツ少年団駅伝競走大会

11月17日　第17回国見网ソフトスポーツ少年団

駅伝競走大会県北地区大会は国見町を会場に.32

チーム（男子28チーム　女子４チーム;.が出楊し ．

８区聞1  m で健脚を競いました．

優勝保原　 ２位富田り||俣网:･　3位藤田Ａ　 ９位

森江野　10位あぶくま大枝A　11 位小坂A　19 位

大木戸　25位藤田B　29 位あぷくま大枝B　32 位

小坂Ｂ　区間賞２区佐藤健郎（小坂小,）

ふ
く
し
ま
駅
伝

町
の
部
3
4
位

白5可市 から福島市までの16区間｡95･4

゛｡を一本のタスキをつなぎながら駆けぬ

ける「ふくし ま駅伝」は11月17日 行われ

ました。今年で13回目の出錫となった国

見E司チームは 。力いっぱい晩秋の福島路

をひた走りまし た。結果は ，総合成紬で52

位。町の部で34位でした。

明るい街づくりへ
東北電力街路灯寄附

東
北
電
力
福
島
営
笑
所
で
は
十
一
月
二
日

、

加
藤
洋
一
所
長
ら
が
来
町
し
『
明
る
い
街
づ

く
り
運
動
』
の
一
環
と
し
て
、
町
へ
街
路
灯

二
十
基
を
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
地
域
社

会

の

安

全
・
防
犯

の
両
面
で

の

街
づ
く

り
を
支
援

す
る
こ
と

を
目
的
に

行
っ
て
い

る
も
の
で

す
。

ＪＡ伊達みらい女性部
ＪＡ伊達みらい女性部国見綛合支部｛・ 井栄

子会艮｝でIJ､11月9･10 日に間催さｎた. 第８

回ＪＡまつりで腿催さｎ たチ11リ ティバびー

の収益金として５万円を.福祉に役ｎててと冫1

会徊祉tａ議会へ寄附くださいました．

福祉に役立てて

山
本
テ
ル
さ
ん

こ
の
ほ
ど
山
本
テ
ル
さ
ん
（
豕
町
）

か
ら
髷
阯
巾
裏
に
と
、
多
額
の
寄
附

か
川
け
ら
れ
ま
し
た

ヤ
ク
ル
ト
婦
人
販
売
店

ヤ
ク
ル
ト
婦
人
販
売
店
か
ら
は
、
’毋

陬
柚
阯
の
た
め
に
と
町
附
い
た
だ

い
て
お
り
、
兮
叫
も
届
け
ら
れ
ま
し

た



若さはつらつ 老人クラブ運動会

国見町老人グラフ連合会（黒潭一八会長）が主催す

る､ 第14回運動会が11月13日観月台文化センター体育

館で開催されました｡体力の増強と健康維持を目的に18

チームが出場､各チーム10名参加により得点を競い

ます｡鴨投げや豚追いゲームなど４種目に熱戦が繰り

広げられ、結果は次のとおりとなりました。

優勝 第二藤田長寿会　第二位 第一藤田長寿会

第三位　山崎長寿会

小
中
学
校
音
楽
祭

国見町小 中学校音楽祭 が､11月13日 観

月台文化センターで開 催さ れ、澄みきっ

た歌声、演奏がホールいっぱいに響き渡

りました。各小学校からは４・５年生が、

県北中からは授業で音楽を選択している30

名と吹奏楽部の生徒が出場 。音楽によ

る交歓を行い ました。

球根・苗のプレゼント

(株)コメリから大木戸小へ

㈱コメリでは「地

域に花と緑をふやそ

う」と緑資金を設け，

学校を中心に球根や

苗を贈るとともに，

社員のボランティア

活動を進めています。11

月12日には大木戸

小へ，ビオラやパン

ジーの苗や肥料など約５万円相当の品が届け

られ。国見店長の菅野利光さんらも児童とい

っしょになって花壇に芭を植えました。

み
ど
り
豊
か
な
町
づ
く
り

网
が
申
請
し
て
い
た
宝
く
じ
晋
及
広
報
事

業
の
一
つ
。
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
が
採
択
さ
れ
。
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
。

上
野
台
運
動
公
園
そ
し
て
柏
葉
体
育
館
の
３

ヵ
所
で
。
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
植
栽
し

た
樹
木
は
。
サ
ツ

キ
ツ
ツ
ジ
、
キ
リ
シ
マ
ツ

ツ
ジ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
ド
イ
ツ

ト
ウ
ヒ

、
ウ
バ
メ
ガ
シ
な
ど
、
総
数
８
０
０

本
。
み
ど
り
豊
か
で
、
う
る
お
い
あ
る
町
づ

く
り
を
目
指
す
事
巣
で
す
。

第
5
1
回
こ
ど
も
二
科
展
に
入
選

穂
苅
華

奈
さ
ん

の
絵
「
運
動

会
」

「
第
5
1回
こ
ど
も
二
科
貭
」
に
お
い
て

。
穗
苅

華
奈
さ
ん
（
藤
田
小
４

年
）
の
描
い
た
「
運
動

会
」
が
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

は
全
国
か
ら
約
３
万
点
の
応
募
が
あ
り
、
東
北

地
区
の
入
選
は
一
点
だ
け
で
、
穏
苅
さ
ん
は
「
運

動
会
で
２
位
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
の
で
絵

に
し
ま
し
た
。
」
と
、
絵
が
好
き
な
の
で
こ
れ
か

ら
も
描
い
て
い
き
ま
す
と
述
べ
て
い
ま
す
。

入選した絵｢ 運動会｣

穂
苅
輩
奈
さ
ん



保健だより
保健福祉課　促僅鑾進僖( 5 ) ･ 27 3

健康ワンポイントアドバイス

冬の寒さ対策を ～風呂場・
ト イレ ～

気 温が 下が る冬 は脳 卒中 や心 臓病 で倒 れる 危険 性が高 まり ま

す。こ れらの症 状は寒さ によ って血 圧が急激に上 昇するため です。

中 でも 冬の 風呂場 やト イレ は他 の部 屋より も冷 え てい る こと が

おお く大変危 険です。風呂 場の脱衣 場やト イレを 暖めておく 工夫

や 、浴室におい ては浴槽の ふたを少し 開けて湯気 で暖める 等の工

夫を しましょ う。血圧の 高い 人や 高齢者は特に 注意が必 要です。

育　児　教　室

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成14年７月～８月生まれの乳児 � ２月６日( 木) �午後1  時 分～午後１時45分 �
観月台文化センター　

第１和室

【内容】身長・体重測定、赤ちゃんふれあい体操、離乳食試食など

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

咳　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成14年10月生まれ）

・９か月児（平成14年４月生まれ） �
２月27日(木) � 午後１時a}分～午後２眄 �

観月台文化センター

第１和室

1健診内容】医師の指導、身艮・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

３ 歳 児 健 診

該　 当　 幼　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成11年８月１日～　　

平成11年９月30日生まれの幼児 �
２月18日(火) �午後１時15分～午後１時45分 �

観月台文化センター
大研修室

【健診内容】内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。

心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

健診該当者には後日 健診察を郵送します。

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

健

康
相

談
会

の
開
催
に
つ
い
て

町
で
は
今
回
、
冬
期
間
月
１
回
の
定
例

で
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
健
康

相
談
日
を
設
け
ま
し
た
。

検
診
の
結
果
で
知
り
た
い
こ
と
や
、
病

気
の
こ
と
等
健
康
に
関
し
て
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
保
健
師
が
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

対
象

者
　

町
内
在
住
の

方

実
施
日
　

１

月
1
0日
（
金
）

実
施

時
間
　

午
前
９

時
3
0分
～

午
前
1
0
時
3
0分

会
場
　

観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー

第
２

和
室

実
施
内

容

☆
各
種
健
康
相

談
、
血
圧
測

定
等

持
参

す
る
も
の

☆
健
康
手

帳
、
総
合

検
診
結
果

通
知
書

（
お
手
元

に
あ
れ
ば
）
を
持
参
願
い

ま
す
。

※
２

月

・
３

月
は
月

の

第
１

金
曜

日
に

開
催

予
定
で
す

。

年
末
年
始
の
緊
急
医
療
業
務

年
末
年
始
の
緊
急
医
療
業
務
は
、
公

立
藤
田
総
合
病
院
で
2
4時
間
体
制
で
対

応
し
ま
す
。公

立
藤
田
総
合
病
院

ｇ
５
８
５
－
2
1
2
1



悲
惨
な
事
故

撲
滅
を
！

桑
折
町
・
国
見
町
交
通
安
全
町
民
大
会

桑
折

町

・
国

兇
町

交
通

安
令

町

民
人

会

が
Ｈ
月
2
4
凵
、

桑

折

町

中
央

公

民
館

に

お
い
て

開

催

さ
れ
ま

し

た
。

交
通

安
全

の
叭

嬰

性

を
認

識
、

明

る
く
仕

み
よ

い
町

づ
く

り
を

推

進
す
る

た

め

に
桑

折

・
国
見

両
町

か
ら

交

辿

唯
故

を

。
掃
す

る
こ

と

を
誓

い

あ

い
ま
し

た
。

国

見
町

か

ら
は

、
交
通

安

全

功
労

者

と
し
て

佐

藤
武

夫
さ

ん

（
小

坂

）
と
佐

野

き
よ
ｆ

さ

ん

（
光

明
か

）

が
、

優
良

団
体

と

し
て

国

見
町

シ
ル

バ

ー
交

辿
安

企

推

進
隊

が
表

彰

さ
れ

ま
し

た
。

ま
た

、
嘔

故
防

虍
コ

ン

ク

ー
ル

優
良

丿
業

所

と
し

て
2
0
団
体

が

衣

彰

さ
れ

た

ほ
か

。
令

日
本

交

辿
安

令
協

会
長

衣

彰

な
ど
が

伝

違

さ
れ

ま
し

た
。

「
嘔

故

ゼ

ロ

ヘ
　

人

き

な

愉

に

な
れ
　

う
つ
く

し

ま
」

を
テ

ー

マ
と
し

た

パ
ネ

ル

デ
ィ

ス
カ

ッ

シ
ョ

ン
で

は
、

藤

川
地
Ｋ

交

通

安
令

母
の

会
会

艮

の
安

旧
節

ｒ

さ
ん

、

県
北
中

３

年
の

八
巻

曜

さ
ん

、
藤

Ⅲ
小

６

年
の

渡

辺

駿

さ
ん

が
参

加
し

、
交

通
安

全

に

つ

い
て
意

兄

を
交

換
し

ま
し

た
。

最
後

に

「
町
民

。
人

ひ

と

り

が
Ｉ

故

絶
滅

へ
邁

進

す
る

」

と
し

た
人

会
宣

。。‥
を
採

択
し

閉

会

し

ま
し

た
。

要介護認定者等の障害者控除
要 介護認定者等 の介護を要 する高齢者の 方

で､ 障害者手帳をお持ちでない方あ るい は手帳

の更新等を受けていない 方でも､ 手帳の交付を

受け ている方等 に準すると 町長の認定を受 け

た方は､ 所得税法及び地方税法の規定により障

害 者控除の対象となります。

確定申告あるい は住民税の申 告の際は、｢阻

害者 控除対象者認定書｣ が必要となりますので

該当さ れる方はあらかじめ申講し てください。

申請受付 随時受付

申請場所 役場保健福祉課福祉係

持 参するもの 印鑑

( 認定の対象となる方)

・常に就床を要し 複雑な介護を要する 方

・身 体または 精神に障 害のある65 歳以 上の方

で､ その障害の 程度 が身体障害者または知的

障害者 に準 ずる方

おむつに係る医療費控除の取扱いについて

おむつ代の医療賓控除を受けるのが２年目

以降である方は｡医師が発行したおむつ使用証

明霾がなくても､ 市町村か介慶保険法に基づく

要介護認定に係る主治医の憲見舟の内容を確

認した書類により、寝たきり状態にあること、
及び尿失禁の発生可能性があることか確肥で

きれば｡おむつ代か医療費控除の対象として認

められることとなりました。
申請受付は、保健福祉岬福祉係で行います。

必要な方は。印鑑持参の上おいでください。
なお､この手続きによる証明が認められるの

は、平成14年に使用したおむつ代分（平成15年

に確定申告する分）からとなります。

詳しくは､保健福祉課福祉係まで
お尋ねく ださい。 7?585 －2793

年末年始の交通事故防止

県民総ぐるみ運動

スローガン

｢うつくしま 無事故の主役 あなたです｣

運動期間　12月10日(火)～１月７日(火)
これからの時期は忘･ 新年会等で飲酒の機会が増

えることに加え、夜間の外出も多くなることから、

次の点に注意し、交通事故の防止に努めましょう。

運動の重点
１飲酒運転の追放

・運転するなら飲まない　 ・飲んだら運転しない

・飲んだ人には運転させない　 ・運転する人には勧めない

２夜間の交涌事故防止

・夜間外出眄|こは目立つ服装.夜光反射材を堯につける

・日没眄はうイトを早めに点幻する

３シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

一後部座席を含めたシートベルトの洒用を徹底歹る

・幼児・児１ を同乗させる場合に．体格にあったチャイ

ルドシートを正しく使用する

年
金
に
関
す
る
様
々
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

社
会
保
険
庁
ね
ん
き
ん

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

［
年
金
制
度
は

将
来

渭
れ
る
の
で
は
な
い
か
？
］
「
保
険
料
を
払
う
よ

り

、
貯
金
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
・
：
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞

き
ま
す
。

こ
う
し
た
年
金
制
度
に
対
す
る
様
々
な
疑
問
に
対
し
て
、
厚
生
労
働
省

で
は
「
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
考
え
方
」
を

ま
と
め

、
様
々
な
形
で

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に

「
社
会
保
険
庁
ね
ん
き
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
は
こ
の
「
考
え

方
」
の
他
に
、
０
＆
Ａ
や
年
金
制
度
の
役
割

な
ど
を
詳
し
く
紹
介
し
て

い

ま
す
。
ま
た

、
目
分
の
年
金
が
将
来
い

く
ら

に

な
る
の
か
を
計
算
で
き
る
「
自
分
で
出
来
る

年
金
額

簡
易
試
算
」
も
あ
り
ま
す
の
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
覧
に

な
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

〈

ね

ん

き

ん

Ｈ

Ｐ

ア

ド

レ

ス

〉

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ

．

　
／
Ｗ
Ｗ
Ｗ

　
ｎ
ｅ

ｎ
ｋ

コ

ｇ
Ｏ
．
ｌ
Ｐ

問 い

合わせ

東
北
福
島
社
会
保
険
事
務
所
　

晋
（
５

３
５

）
0
1
4
1

国
見
町
役
場
住
民
課
年
金
係
　

‥`（
５

８
５

）
2
1
7
9



インフォメーション

募
　
集

藤
田

保
育
所園

児
募
集

平
成
十

五
年
度
に
入

所

す
る

園
児
を
募
集
し

ま
す
。

▼
対
象
児

童
…
平
成
十

五

年
四
月

一
日
時
点
で
生

後

六
ヶ
月

か
ら
未
就
学
児

▼

募
集
人

員
…

八
十
人

▼
受

付
期
間
：
二

月

八
口

か
ら

二
十

日
ま
で
（
上
、

日
を

除

く
）
▼
受
付
場
所

…
保

健
福

祉
課
福
祉
係

ま
た
は

藤
田

保
育
所
▼
持
参

す
る

も
の
・：
印
か
ん
、
会

社
員

な
ど

の
給
与
所
得

者
は
平

成
十

四
年
分
の
源

泉
徴
収

票

▼
そ

の
他
◇
保

育
時
間

…
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で
。
た
だ
し

早
出
午
前
七
時
三
十
分
か

ら
居
残
り
午
後
六
時
三
十

分
ま
で
も
行
い
ま
す
。

★
問
い
合

わ
せ

・
保

健
福
祉
課
　

禍
祉

係

ｌ`（
５
８
５

）２

７
９
３

・
藤
田

傑
青
所

晋
（
５
８
５

）
2
3
7

４

町
の
奨
学
生
募
集

町
で

は
、
成
績
等

一
定

の
条

件
を
満
た
す

も
の
の

う
ち

経
済
的
な
理

由
で
修

学
す

る
こ
と
が
困

難
な
方

に
無
利

子
で
奨
学

資
金
の

貸
し
付

け
を
し
て

い
ま
す
。

奨
学

資
金
に
は
、
在

学
中

に
借

受
け
る
修
学

資
金
と

入
学

時
に
借
受
け

る
入
学

支
度

資
金
の
二
つ

が
あ
り

ま
す

。

◆

修

学

資
金

▼

貸
付

額

（
月

額
）
◇
高
校

…
一
万

円
以
内

◇
高
専
：
二

万

五

千
円

以
内
◇
大
学

…
二
万

円
以
内

▼
貸
付
期
間

…
平

成
十

五
年
四
月

か
ら

最
短

修

学
期
間
▼
返
還

方
法
…

卒

業
後
六
か
月
後

か
ら
十

年
以

内
。
無
利
子
◆

入
学

支

度
資
金
▼
賞
与

額
◇
高

校

・
高
専
…
十
五
万

円
以

内

◇
大
学
…
二
十

五
万
円

以
内

▼
貸
付
方
法
・：
平
成

十

五
年
四
月
に
入

学
支
度

資
金
と
し
て
一
括

貸
付
▼

返

還
方
法
…
平

成
十
五
年

四
月
か
ら
修
学

期
間
内
に

返

還
。
無
利
子
◆

募
集
人

員
…
ど
ち
ら
の

資
金
も
若

千
名
◆
申
込
受
付

期
間
・：

平

成
十
五
年
一

月
六
日
か

ら
十
五
日
ま
で

（
た
だ
し
、

土
、
日
を
除

く
）
◆
申
込

先
…
学
校
教

育
課
（
高
校

と
高
専
の
進

学
予
定
者
は
、

中
学
校
へ

お
申
し

込
み
く

だ
さ

い
）
◆
そ
の

他
・
：
申

込
書
は
学
校

教
育
課
に
あ

り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育

課
｀
。（
５
８

５
）
2
8
9
2

食
料
品
消
費

モ
ニ

タ
ー
募
集

東
北
農
政

局
で
は
、
平

成
十
五
年
度

食
料
品
の
消

費
等
に

闃
す
る
ア
ン
ケ

ー

ト
調
査

員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集

資
格
・：
食
料

品
の

表
示
や

価
格
に
関
心
の

あ

る
方
で

他
の
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー

に
就

く
予
定
の

な

い
方

▼
内
容

…
年
３

回
程

度
の
定

期
報
告
、
調
査
の

回
答
な

ど
▼
応
募
締
切

…

平
成
十

五
年
二
月
二

十
五

日
　

※
詳
し
く
は
次

ま
で

お
問

い
合
わ
せ

く
だ

さ
い
。

尚
謝

金
が
支
給
さ
れ

ま
す

。

★
問

い
合

わ
せ

、
応
募
先

東
北

農
政
局
消
費
経
済

係

一`一
〇
２
２
（
２
６
３
Ｔ

Ｉ

１
１

自
宅
で
大
学
の
授
業

放

送
大
学
で
は
、
平

成

十
五
年

度
四
月
入
学

生
を

募
集
し

て
い
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
Ｃ
Ｓ

デ
ジ
タ
ル
放

送

な
ど

、
自
宅
で
大
学
の

授

業
が

受
講
で
き
ま
す
。

▼
募

集
学
生
・
：
◇
全

科
履

修
生

◇
選
科
・
科
目

履
修

生

▼
受
付

期
間
・
：
十

二
月

十
五

日
か
ら
平
成
十

五
年

一
月

十

五

日

ま

で
（

一
次

）

▼
入

学

資

格

…

入

学

試

験

は

な

く

、

十

八
歳

以

上

な

ら

だ

れ

で

も

入

学

で

き

、

十

五

厳

以

上

で

あ

れ

ば

選

科

・
科

目

履

修

生

と

な

れ

ま

す

。

短

期

大

学

・

専
門

学

校

か

ら

も

三

年

次

編

入

学

が

で

き

ま

す

。

▼

卒

業

す

れ

ば

学

士

の

学

位

を
取

得

で

き

ま

す

。

※

詳

し

く

は

資
料

請

求

に

よ

り

募

集

要

項

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

★

資
料

請

求

・
問

い

合

せ

放

送

大

学

福

島

学

習

セ

ン

タ

ー

〒

９

６

３
－
8
0
2
5

郡

山
市

桑

野

一
丁

目
2
2
－
2
1

（

郡

山

女

子

大

学

内

）

一`一
〇

２

４
（

９

２
‐

）
７

４

新・春・賀・詞・交・歓・会

新年の 羃明けにあ たり、次によ り

「賀飼交歓会」を開催い たしま す。

日時　平成15年１月６日(月)　

午後２時から

場所　JA 伊達みらい国見会館

会費　1.000円

参 加希望の方は 、国 見町役場 総務

課（また はＪＡ伊 達みらい、国 見町

商 工会）まで、会費を添え て申 込み

ください。【準備の 都合上、早めに申

込みください｡ 】

除雪作業協力のお願い

町では例年冬期 期間の 通勤､ 通学､ 生活遍

路の確保のため､ 町内土木葉社の協力により、

降雪 董の多い 眄には早朝よ り除雪 作業を実

施していま す。 幹線 遍を 優先し つつ､町内全

域に 亘り町民皆さ まの足 の確保に 努めてい

ます。

効串 的な除雪のため

Ｏ路上駐車は除雪作業の 妨げと なります｡繋

愈時 にも支障と なりま すので路 上駐 車は

絶対しないよう 協力く ださい 。

Ｏ除雪作葉で､ 家庭の出入口などに寄せら れ

た雪は､そ れぞ れ片付け 下さ るようご協力

をお願い致し ます。

多く の皆さん が通行 する 幹線道 路を 優先

させ､末端 部まで除 雪出来ない こともありま

すのでご理 解願い ます。

建設課 維持管理係 ﾊ  ゚( 5 ) 四



お
知
ら
せ

家
屋
の
滅
失
届

固
定
資

産
税

は
、
毎
年

．
月

．
‥‥‥
現
在

の
上
地
や

赴

物
の
所
有
者

に
課
税
さ

れ
ま
す
．
特

に
家
屋
を
取

り
壌
し
た

場
合

、
滅
失
屈

を
提
出

い
た
だ
か
な

い
と

引
き
続
き

課
税
さ
れ

る
お

そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず

に
提
出
く
だ
さ

い
．

ｆ
成
十

四
年
度
巾

に
家

屋
を
収
り

壊
し
た
場
合

卜

二
月

．
．
十
七
日
ま
で

に
印

鑑
を
ご
持

参
の
う
え

、
税

務
課
ま

で
届
出
く
だ
さ

い
．

★
お
問
い
合

わ
せ

税
務
課
　

固
定

資
産
係

｀
″（

５
８
５

）
2
7
7
9

年
末
年
始
の
　

・
゜

ゴ
ミ
収
集
に
つ

い
て

年
末

の
ゴ
ミ
収
集
は

十

．一
月
三

卜
日
ま
で
、
年
始

は
一
月

六
日
か
ら
と
な

り

ま
す
．

ま
た
．
一
月

の
机

人
ゴ
ミ

収
集
は

八
日
（
水

）

と
ニ
ト

二
日
（
水

）
と
な

り

ま
す
．

な

お
、
十

二
月
一
一
十
九
・

．こ
ｔ

囗
に
限
り
、
燃

え
る

ゴ
ミ

、
燃
え
な

い
ゴ

ミ
．

粗
大

ゴ
ミ
を
直
接
衛

生
処

理
組
合

清
掃
セ
ン

タ
ー
に

搬
人
す

る
こ
と
が
で
き

ま

す
。
騨
し
く
は
ゴ
ミ
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ま
た
は
左

記
へ
辿
絡
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
、
連
絡
先

住
民
課
生
活
環
境
係

″`（
５
８
５
）
2
1
1
6

住
宅
金
融
公
庫
よ
り

住
宅
金
融
公
川

の
住
宅

こ

ロ
ー
ン
を
返
済

巾
で
．

最

近
の
不
況
に
伴

う
火
業

や
収

人
の
減
少
な

ど
で
返

済

に
お
困
り
の
力

に
対
し

て

は
、
次
の
よ

う
な
返
済

方

法
の
変
吏
を
実

施
し
て

い
ま
す
．

①

返

済

期

間

の

延

災

（
最
長
卜
年

）
②
元

金
据

置
期
問
の

般
定

（
最
災
．
．．

年

）
③
元
金
据

置
き
期
閥

中

の
金
利
引

ド
げ

お
収
扱

い
期
間

は
ｆ
成

卜
丘
年
三
月
末

ま
で
で
す
。

詳
細
に
つ

い
て

は
、
住
宅

金
融
公
庫
東
北

支
店
｛

’
。

０
２

２
（
２

２
７
）
5
0
0
3

一

又
は
ご
返

済
巾
の
金

融
機
関
の
相
談

窓
ロ
コ
ー

ナ

ー
ま
で

中
高
年
齢
者
　
　

・
゜

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー

県
で
は
再
就

職
を
日
指

す
（
概

ね
）
四
卜
歳
以
上
の

方
を
対
象
に

、
再
就
職
セ

ミ
ナ
ー
を
開

催
し

ま
す
。

▼
会
場

・
日
程
・：
福
鳥
市

杉
妾
会
館
二
月

卜
匕
日

～

。
。卜
凵

※
騨

細
は
問

い
介

わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
島

県
中

鳥
年
再
就
職

支
援
セ

ミ
ナ

ー
嘔
務
局

ｇ

Ｏ
１
２
０
－
2

４
5
1

あ
つ
か
し
山
ビ
ツ
ク
ツ
リ
ー

ビックツリー点灯期問

12 / 23～1 ／2

12月23日　グリーンアリ ーナ923

午後4  時 40分～　点灯式

午後５時～　　 花火打ち上げ

【お問い 合 わせ 】

国見トライアングルクラブ

佐藤 ？?(585)3222

年末年始
水道工事当番

年末年始の水道修繕工事当番は次の

とおりです。

月 日 � 指 足 店 名 �電話番号

12 28 �邨　濁　見　設　備�5  - 3

12 29 �国見ガス佳宅設備IS.�5  - 2 7

12 30 �熹　 譱　久　設　備�･  幻 IO

12 31 �叮I　後　藤　紋　仰�田 5 - 引

ｌ　ｌ �ｎ　固　貝， 設　嘱�5  - 3

１　２ �国見ガス住宅設備裃I�585･2137

１　３ �弃　 帋　久　設　囑�田 5 -

１　４ �肴　後　籐　投　爾�585･引 03

１　５ �･頁;　国　見　設　備�585 - 3

製造事業者の皆様へ
工業統計調査にご協力ください
12月31日 現在で、平成14 年工 昊統

計調査が行わ れま す。この調 査は 製

造唄業所の実態を調 査するも ので。
記入い ただいた内容については 統計

法に基づき 秘Ｅ が厳守されますので、
正確な 記入をお 願いします。

本年12 月から来年 １月に かけて 調
査興がお 伺いします。

結
婚
お
め
で
と
う

菊
池
美
喜
雄

丿

小
長
谷
順
子

ご

曳
地
　
　

稔
ノ

菅
野
　

恵

子
．ご

山
　

根

宮
　

朿

誕
生
お
め
で
と
う

４
Ｘ
。

安
藤
　

結
花

ズ
（
大
町

南
）

隆

．
尸
・
美

由
紀
丿

半
澤
　

譲

て
／
（
耕
　

谷

）

一
隆
ぷ
・
久

美
’ｒ

ご

佐
藤
　

穂
波

ド
（
滌
Ⅲ
咒
陽
）

俊
和
．．．气

貴
恵
ｒ

ご

呶
｀
。‘

菊

地

彫

」
　
（
沌

山

）

勝
幸
尸
・
明
美

ヅ

小

池
　

紅
畍

・
’（
第
　

３
）

浩
ニ
ノ

い
陽
ｆ
ｊ

阿
部
　

肌
美
ノ
（
大
木

戸
）

博
ぷ
・
加
代
ｆ
ｊ

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

松

浦
　

直

衛

。ぐ
7
7（
人
木
。じ

渡

邉
　

富

男

丿
7
8
（
宮
町
南
）

後

藤

ミ

ツ

子

丿
8
2
（
本

町

）

高

野
　

マ

サ

バ
8
4
（
人
町
北
）

黒

岩

マ

サ

子

丿
7
9
（
票

完

）

阿

部
　

ウ

ン

。
J
8
4（
貝

川

）

占

田
　

敏

幸
j
5
4
（
富
町
兩
）

菅

野
　

賛

郎

ノ
8
2
（
内
螯

）

一

手

マ

ル

ヨ

ー
8
2
（
中

部

）

（
日
月

末
日
ま
で
に

、
当

町
窓

口
で
受
付
し
た
方
で

、

住

所
を
有
す
る
方
を
掲

載

し
ま
し

た
ご

掲載を希望されない方は 。届け出の際にお申し 出下さい。

1月の心配ごと相談

15  京 ｰ 観10 惣 ．･、

舊1久lnlモ|･ ’．

24  日 1 11.入間 巖!A

佐g llﾐ| ’.‘.、

●場所 役場(  3 は 室

●時間 ’ｒl自9･S--ll ﾌＦ゚

人口と世帯
平成14 年11 月１日現在

人口11.023人(一口

男5.  3 人（－６）

女5.731 人( 十 5 )

出生 ４人 死亡10 人

転入２２人 転出17 人

世帯3.201 世帯(  十 8 )



生涯学習

つうしん

国 見町教育委員 会生涯学習 課

( 観月台文化 センタ ー)
魯(  585 ) 2676 FAX  ( 585 ) 2707

行事のお知ぢせ

(12 月)

16(月) 子ども移動図書館(大木戸小)

17(火) 子ども移動図魯館(藤田小２)

阿津賀志学級(美容教室)

18(水) ステンドグラス教室

子ども移動図書館(藤田３)

阿津賀志学級(寿委員会)

29～31　 休館日

( １月)

１～ ３　休館日

７（火） 休館日

12(日) 国見町成人式

14(火) 子育て教室(閉講式･茶話会)

新成人のみなさまへ

国見町成人式
と　き　平成15年1月12日(日)

ところ　観月台文化センター

日　程　受付　午前10時より

式典　午前11時から

午前11時30分頃

ﾊﾟｰﾃｨｰ　正午から午後１時頃

子
ど
も
ま
つ
り

お
め
で
と
う
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

十
二
月

八
口
（
日
）町
内
の
幼

稚
園
児
と
小
学
生
の
総
勢
二
五

○
名
が
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

に
集
合
し
て
恒
例
の
子
ど
も
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
年

に
よ
り
二
つ
に
分
か
れ
て
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
つ
け
と

ケ
ー
キ
づ
く
り
に
挑
み
ま
し
た
。

幼
稚

園
児

か
ら
一
一一
年
生

ま
で

の

子
ど

も
た

ら
は

、
人
形

劇
「
サ

ー

ク
ル

エ
プ

ロ
ン

」

さ
ん

に
よ

る

ゲ
ー

ム
と

「
だ

る
ま
ち

や

ん

と

て
ん

ぐ
ち

や

ん
」

の
人

形
劇

を

楽
し

ん
だ

後
、

星

飾
り

を
作

り

、
大

き
な

モ
ミ

の

木
に

飾

り

つ

け
て

ビ
ッ

ク
ツ

リ

ー
を

完
成

さ

せ
ま
し

た
。

四
年

生
か

ら

六
年

生
は

、
生

ク

リ
ー

ム
の

装
飾

に

て
こ

ず

り

な

が
ら

も

イ
チ
ゴ

を
祓
せ

て

、

三

卜
六

台
の

ケ

ー

キ
を
作

り

ま

し

た
。

手
作

り
の

ク
リ

ス
マ

ス
ケ

ー

キ

を
参

加
し

た

子

ど
も
達

全

員

で

、
と

び

き
り

お

い
し

く
い

た

だ

き

。
一
足

叭

い

ク
リ

ス
マ

ス

を

満
喫

し

ま
し

た
。

▲
ビ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
飾
り
つ
け
を
す
る

子
ど
も
た
ち

く
に
み
女
性
教
室

調
理
実
習

「
カ
ル

シ
ウ
ム
の
多
い
料
理
」

十
一
月
二
十
日
（
水
）
く
に
み

女
性
教
室
で
は
、
国
見
町
管
理

栄
養
士
を
講
師
に
迎
え
、
一
一
卜

四
名
の
参
加
で
調
理
実
習
を
実

施
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
カ
ル

シ
ウ
ム
は
、

体
内
に
吸
収
す
る
の
が
難
し
い

栄
養
素
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ま
た
、
成
人
女
性
に
多
く
み
ら

れ
る
骨
組
鬆
症
を
防
ぐ
た
め
に

も
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
一
日
あ
た

リ
６
０
０

咤
を
と
る
よ
う
心
が

け
る
よ
う
、
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム

を
多
く
含
む
食
品
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

調
理
実
習
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

ひ
じ
き
や
牛
乳
、
煮
Ｆ
と
大
根

葉
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含

む
食
材
を
取
り
入
れ
た
も
の
を

使
い
、
班
ご
と
に
協
力
し
合
い

カ
ル

シ
ウ
ム
７
７
２

咤
の
料
理

が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

一
日
の
カ
ル
シ
ウ
ム
ー
は
６
０
０
㎎

乳
製
品
の
外
に
小
魚
、
人
以
製
品
、

緑
黄
色
野
菜
、
海
藻
な
ど
に
多
く
介

ま
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
食
品

を
組
み
合
わ
せ
て
、
６
０
０

略
以
Ｌ

は
取
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

メニ ューのカキとチン

グン 菜の クリ ーム煮と
ひじきの袋煮など
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親子映画館｢ ダイナソー｣

と　き　12 月21 日(土)

13: ３０～

入場料 ３００円(小学生以上)

問い合わせ●●・ 慘運学曹復 文 化 第 員 係 (  585  )  ﾌ  6

図書室からのお知らせ
本とビデ オを貸し出します｡皆さ んどうぞご利用ください。

１、本の借り方
①図 霖室のカウンターで登録し 「図酊利用者カード」

を受け取りま す。
②借りる本と 「図 書利用者カード」を図書室カウンタ

ーで 提示してください。

※貸し出しは ２週間以内､ ５冊まで
２、本の返し方

①借り た本は、図書室ガウンクーペ

３、ビ デオの借り方
①図 啻室にあるビデオのケースを持って事務窒に申し

込みしてください。

ビデ オは、事務室で貸し出しします。

②ビデ オは、 館内 （図書室と２階の児讎室）にて鑑賞
でき ます。

館外への持ち出しは、できません。
豪鑑賞は｡1 回につき１点です。図宵宮開館時閥に限ります。図
露室で鑑賞する陬は。ヘッドフォンを便用してください。

４、ビ デオの返し方

①必 ずビ デオ1ま､巷き昃して力う 耶務室|こお持ちください。

図 書室の開 館眄問9:00 ～17:（X）
（休館日は 、毎月第 １月曜日）

★図 番室（児皿室）を利用する際は、必ず観月台文

化セン ター耶務室で受付してください。
★図 書室 （児童窒）での飲食はご遠慮ください。

～新しいホが届きました～
(一般書)

新感覚の二世帯住宅……………………………講談社繝

切花図鑑…………………………………………講談社繼

素敵な色鉛筆画入門…………………………河合ひとみ

樋口可南子の着物まわり……………………1肖野恵里子

どうする山のトイレ　ゴミ………日本勤労者登山連盟

めぐる季節を生きて…………………………宮尾登美子

ひと目で探せる四季の山菜と食べ方……………成昊堂

てるてる坊主の照子さん……………………なかにし礼

出もどり家族…………………………………ねじめ正一

老いてこそ人生………………………………石原慎太郎

( 児童 書)

こぶた かげ こぷた …………… …………… …ぞj丶野かおる

さ よなら エルマおばあさ ん ……………… ……大塚敦子

難民少年 ……… ……………ペン ジャミ ン ーゼファニア

ウリぽうな かよしだい かぞく …………… ……福田幸広

桃源 郷も のがたり ………… …………… …………松居直

夜のほ うも んし や…………… …………… ……鈴木欣司

面おおじさ んのあたら しい ボート …エル サ・ペスコフ

ちよ つと のけんかもと きには ゆかい

… …………… …ジ ェイム ス・マーシ ャル

がちょ うと きつ ね…………… ………ジ ャック・ケント

オテ サーネク… …………… ヤン ・シュ バイクマイエル

図
書
券
の
寄
贈

1
1月
2
8
日
（
木

）
来
館

、

伊

達
西

ロ

ー

タ
リ

ー
ク

ラ

ブ
会

長

、
日
下

部

弘

様

よ

り
５

万

円
相

当
の

図

書

券
を

寄

贈
い

た
だ

き
ま
し

た

。

こ

れ
は

、
伊

達

西

口

Ｉ

タ

リ
ー

ク

ラ
ブ

様
の

ご
意

向

に
よ

り

、
児

童

書
の

購
入

に

充
て

さ
せ

て

い
た

だ

き
ま
す

。

善

意
を

あ

り

が
と
う

ご
ざ
い

ま
し

た

。

ス
ポ
ー
ツ

駅伝シーズンを締めくくる

１２月１日。今シーズンを締めくくる郡

内一周駅伝競走大会が行われました。国
見町からは、一般の部に２チーム、中学

生の部に１チームが出場し、１２区間、54.6krn

のコースを力走しました。優勝

は大会新記録で川俣町、準優勝は伊達町、
３位は保原町でした。国見町チームの成

績は、次のとおり。
【一般の部】国見町Ａ（６位） 国見町B

（８位）【中学生の部】県北中（ﾌ 位）

募
集

ソフトバレーボール教室

日　時・１月14 日　21 日 ２８日（３回・火曜日）

午後7  時 30分～午後９眄

対 象●町在倖SZは在勤の方　 定員●３０人
内 容・基本、応用．ゲーム　 申込期限・１月７日(火) まで

ミニサッカー教室
日　 眄●１月１８日 ２５日( ２回・土曜日)

午前９畤30 分～午前い 時 30 分
対 象・小学３～６年生　　　 定員・30 人

内 容・基本、応用、ゲーム　 申込期限・１月９日( 木)まで

バドミントン教室

日　時・２月５日　12 日　１９日(3 回・水曜日)
午後７畤３０分～午後９時

対 象・国見町在住又は在勤の方

内 容・基礎、ゲーム等　 申込朋限・１月20 日( 月)まで

申込先　 生涯学習課社会体育係へ（電話申込みも 可）



国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

安
心
に

お
求
め
安
さ
を
プ
ラ
ス

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し

、
ゆ
と
り
安
ら
ぎ
、

そ
し
て
快
適
性
を
集
大
成
し
た
街

、
国
見
ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン
。
販
売
以

来
約
１
０
０
区
画
を
分
譲
し
て
お
り

、

安
心
・
快
適
さ
か
ら
好
評
い
た
だ
い
て
お
り

、
今
秋

か
ら
代
金
支
払
条
件
が
緩
和
さ
れ
さ
ら
に
お
求
め
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

契
約
時
に
購
入
代
金
の
1
0％

を
支
払
い
た

だ
き
、

残
り
は
３

年
以

内
の
分
割
に
よ
り
支
払
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
借
り
入
れ
に
よ
る
一
括
支
払
の
場
合
は
３

年

間
の
利
子

補
給
制
度
を
お
こ
な
い
ま

す
。
（
１
千
万

円
を
限
度
に
２
％
に
つ
い
て
３
年
間
利
子
補
給
を
お

こ
な
い
ま
す
。
）

こ
の
機
会
に
、
心
地
よ
さ
、
快
適
さ
の
街

、
国
見

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
是
非

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

支払条件大幅緩和
契約時に１割、残りは３年以内の分割

納入が可能に!

借り入れによる一括支払の場合は３年

間の利子補給制度新設

(1 千万円を限度に、２％について ３年

間利子補給)

残り64 区画分譲中

おすすめポイント

ポイント １
国見町がしっかり支援

ニュータウン分譲斡旋奨励金

支援事葉として分譲斡旋を頂
いた場合、１区画あたり30 万

円が支給されます。

ポイント2ﾚ
建てると有利

ＵＩターン者建築推奨事業と

して土地家屋に関わる固定資

産税１ヵ 年分が交付されます。

現
在
6
4区
画
を
分
譲
し
て
お
り
、
先

屠
順
に
要
望
区
画
が
選
択
で

き
ま
す
。

建
築
期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予
定

さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も
購
入

い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
現

地
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ

い
。
現
地
案
内

も
随
時
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で

、
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

お申込み・

お問い合わせ
国　見　町
企画商工課昔585 －2927

藤田幼稚園 ひまわり耜
クリスマスリース

森江野幼稚園 たんぽぽ組
創作絵本｢てぶくろ｣２幕

藤田幼峻園 チューリップ耜
クリス マス リー ス

編
集

発

行

国
　
見
　

町

〒

９

６

９

１

１

７

９

２

福

島

県

伊

達

郡

国

見

町

大
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、
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２
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Ｆ

Ａ
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８
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加
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！
ａ
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c
R
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w
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t
0
粫
.
k
u
n
i
m
i
.
f
u
k
u
s
h
l
r
n
a
j
p

小
さ
な
天
才
た
ち
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